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二
年 
説
明
的
文
章
を
読
む 
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元 

氏 

名 
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組 
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３問     

１ 

エ
コ
カ
ー
と
は
、
窒
素
酸
化
物
や
粒
子
状
物
質
等
の
大
気
汚
染

物
質
の
排
出
が
少
な
く
、
あ
る
い
は
全
く
排
出
し
な
い
、
か
つ
燃
費
性

能
が
優
れ
て
い
る
自
動
車
で
す
。 

２ 

エ
コ
カ
ー
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

自
動
車
で
す
。
通
常
の
走
行
時
は
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
と
同
じ
で
す
が
、

減
速
す
る
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
や
圧
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て

走
行
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
こ
と
で
、
発
進
や
加
速
、
登
板
時
の
窒
素

酸
化
物
や
二
酸
化
炭
素
、
黒
煙
等
が
減
少
し
、
燃
費
も
向
上
し
ま
す
。 

３ 

ま
た
、
現
在
広
く
普
及
し
て
い
る
の
が
、
低
燃
費
か
つ
低
排
出

ガ
ス
認
定
車
で
す
。
こ
の
車
は
、
従
来
の
自
動
車
と
同
じ
ガ
ソ
リ
ン
を

燃
料
と
し
て
い
ま
す
が
、排
気
ガ
ス
中
の
窒
素
酸
化
物
や
二
酸
化
炭
素

な
ど
を
削
減
し
、国
土
交
通
省
の
一
定
の
排
出
基
準
と
燃
費
基
準
を
満

た
し
て
い
ま
す
。 

４ 

電
気
自
動
車
は
バ
ッ
テ
リ
ー
（
蓄
電
池
）
に
蓄
え
た
電
気
で
モ

ー
タ
ー
を
回
転
さ
せ
て
走
る
自
動
車
で
す
。
こ
の
た
め
、
排
出
ガ
ス
が

一
切
な
く
、
走
行
騒
音
も
大
幅
に
減
少
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
電

気
は
発
電
所
で
作
ら
れ
た
電
気
を
使
い
ま
す
。発
電
所
で
発
電
す
る
際

に
も
排
出
ガ
ス
が
出
ま
す
が
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
も
、
窒
素
酸
化
物
や

二
酸
化
炭
素
は
通
常
の
自
動
車
よ
り
大
幅
に
少
な
く
な
り
ま
す
。 

５ 

天
然
ガ
ス
自
動
車
は
、
家
庭
に
供
給
さ
れ
て
い
る
都
市
ガ
ス
の

原
料
で
も
あ
る
天
然
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
走
る
自
動
車
で
す
。天
然
ガ

ス
は
、硫
黄
分
な
ど
の
不
純
物
を
含
ま
な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
た
め
、
排
出
ガ
ス
の
浄
化
が
容
易
で
黒
煙
も
出
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

窒
素
酸
化
物
も
大
幅
に
少
な
く
、二
酸
化
炭
素
排
出
量
も
ガ
ソ
リ
ン
車

に
比
べ
２
～
３
割
少
な
く
な
り
ま
す
。 

６ 

最
後
に
、
今
後
期
待
さ
れ
る
の
が
直
接
水
素
と
空
気
中
の
酸
素

を
反
応
さ
せ
て
、燃
料
電
池
で
発
電
し
た
電
気
で
モ
ー
タ
ー
を
回
転
さ

せ
て
走
る
燃
料
電
池
自
動
車
で
す
。水
素
と
酸
素
と
の
化
学
反
応
に
よ

っ
て
燃
料
電
池
か
ら
発
生
す
る
の
は
水
だ
け
で
す
。現
状
で
は
開
発
コ

ス
ト
が
高
く
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
か
ら
は
二
〇

一
五
年
か
ら
市
場
に
本
格
導
入
す
る
と
の
共
同
声
明
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
普
及
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。 

７ 

科
学
技
術
の
向
上
に
よ
り
、
や
が
て
経
済
的
に
も
環
境
的
に
も

優
れ
た
自
動
車
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
② 

基
本 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

問
１ 

５
段
落
に
あ
る
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
は
ど
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
か
。 

二
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。 

問
２ 

こ
の
文
章
の
中
で
、
エ
コ
カ
ー
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
車
の
種
類
を
す
べ
て
書
き
な
さ
い
。 

問
３ 

走
行
時
に
、
窒
素
酸
化
物
や
二
酸
化
炭
素
を
排

出
し
て
い
な
い
車
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
そ
の
車
も
、
結
果
的
に
は
、
少
な
い

な
が
ら
も
窒
素
酸
化
物
や
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
、
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
、
書
い
て
説
明
し
な
さ
い
。 

硫
黄
分
な
ど
の
不
純
物
を

含
ま
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー 

（
十
九
字
） 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、 

低
燃
費
か
つ
低
排
出
ガ
ス

認
定
車
、 

電
気
自
動
車
、 

天
然
ガ
ス
自
動
車
、 

燃
料
電
池
自
動
車 

電
気
自
動
車
で
使
う
電

気
は
、
発
電
所
で
窒
素
酸

化
物
や
二
酸
化
炭
素
を

排
出
す
る
た
め
。（
二
十
六
字
） 
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日 

 

次
の
、
森
林
の
働
き
に
つ
い
て
書
か
れ
た
生
徒
の
文
章
〈
Ａ
〉
と
、
文
章
〈
Ｂ
〉
を
比
べ
て
読
み
、
文
章
構
成
の
違
い
を 

四
十
字
以
上
、
五
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。 

                      

※
答
え
方
の
例
…
文
章
Ａ
は
、
○
○
だ
が
、
文
章
Ｂ
は
、
△
△
と
な
っ
て
い
る
。 

      

二
年 

説
明
的
文
章
を
読
む 

単 
 

元 

氏 名 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

 

    

         

    １問 

 

考 は え 文 

５０ 

え 、 を 章 

 

を 始 書 Ａ 

書 め い は 

い と て 、 

て 終 い 最 

い わ る 後 

る り が に 

。 に 、 自 

 

 

自 文 分 

 

分 章 の 

 

の Ｂ 考 

〈
Ａ
〉 

 
 

み
な
さ
ん
は
、
森
林
に
ど
ん
な
働
き
が
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。 

 
 

森
林
を
構
成
し
て
い
る
多
く
の
樹
木
等
は
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
酸
素
を
放
出
す
る
な
ど
し
て
、
大
気
中
の
二
酸

化
炭
素
の
増
加
を
防
い
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
が
増
加

す
る
こ
と
に
よ
る
温
室
効
果
が
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 
 

つ
ま
り
、
森
林
の
働
き
に
よ
っ
て
、
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
、
海
面
上
昇
に
よ
る
海
岸
の
浸
食
や
農
作
物

の
収
量
減
少
な
ど
の
、
多
く
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
森
林
を
、
み
ん
な
で
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

〈
Ｂ
〉 

 
 

日
本
に
は
多
く
の
森
林
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
森
林
の
大
切
さ
を
知
り
、
未
来
に
残
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。 

 
 

森
林
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
森
林
を
構
成
し
て
い
る
多
く
の
樹
木
等
は
、
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
し
、
酸
素
を
放
出
し
ま
す
。
ま
た
、
木
材
に
な
っ
て
も
炭
素
を
含
ん
だ
ま
ま
な
の
で
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 
 

第
二
に
、
多
く
の
樹
木
が
根
を
広
く
張
る
こ
と
で
、
土
砂
の
流
出
を
防
い
だ
り
、
地
下
水
脈
に
良
質
な
水
を
送
っ
た
り

し
ま
す
。 

 
 

第
三
に
、
森
林
が
あ
る
こ
と
で
、
多
く
の
生
き
物
が
生
活
で
き
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
森
林
を
、
み
ん
な
で
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
③ 

ジ
ャ
ン
プ

き
ほ
ん 


